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す
べ
て
の
道
が

つ
な
ぐ
も
の

▼
「
す
べ
て
の

道
は
ロ
ー
マ
に

通
ず
」。
方
法

や
道
筋
が
違
っ

て
い
て
も
一
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
歩
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
指
す
寓

話
だ
。
最
盛
期
は
地
中
海
沿

岸
を
手
中
に
収
め
、
ロ
ー
マ

か
ら
各
地
へ
人
・
物
・
情
報

を
素
早
く
伝
え
る
石
畳
の
道

が
放
射
線
状
に
築
か
れ
、
発

展
の
基
礎
に
な
っ
た
。
ロ
ー

マ
帝
国
は
道
路
だ
け
で
な

く
、
水
道
の
整
備
も
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
国
の
重
要
な
基
礎
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
▼
日
本
で

も
古
来
よ
り
東
海
道
や
中
山

道
と
い
っ
た
七
道
に
よ
り
、

各
地
域
と
当
時
の
中
心
地
で

あ
る
京
都
や
奈
良
と
い
っ
た

五
畿
を
結
ん
だ
。
い
わ
ば
、

す
べ
て
の
道
は
五
畿
に
通
ず

と
で
も
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ

う
か
。
た
だ
道
を
つ
く
っ
た

だ
け
で
な
く
、
約
16
㎞
の
感

覚
で
人
や
馬
、
休
憩
所
な
ど

を
置
く
駅
も
各
地
に
置
か
れ

た
。
移
動
の
重
要
性
を
強
く

認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
▼

移
動
の
中
心
が
徒
歩
や
馬
か

ら
鉄
道
に
変
化
し
、
さ
ら
に

は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
自
動
車
用
の
道
路
と
し

て
発
展
し
て
き
た
。
飛
行
機

の
出
現
は
、
空
路
と
い
う
新

た
な
道
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

現
代
で
は
自
動
走
行
の
た
め

の
設
備
を
備
え
た
道
路
整
備

に
つ
い
て
も
具
体
化
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
姿
や
形
、
使

わ
れ
方
が
変
わ
り
始
め
て
い

る
▼
七
道
が
成
立
す
る
は
る

か
古
代
の
遺
跡
で
も
、
道
を

使
っ
た
貿
易
に
よ
り
手
に
入

れ
た
で
あ
ろ
う
道
具
が
発
掘

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
。
冒
頭
の
寓
話
で
は
な
い

が
、
ど
ん
な
方
法
で
あ
っ
て

も
道
路
が
担
う
最
も
重
要
な

目
的
は
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ

こ
と
。
そ
し
て
、
人
と
の
つ

な
が
り
は
社
会
を
成
立
さ
せ

る
た
め
の
基
礎
中
の
基
礎
と

な
る
▼
橋
や
道
路
を
つ
く

り
、
維
持
す
る
建
設
産
業
。

大
き
さ
に
関
係
な
く
、
道
の

先
に
い
る
誰
か
と
誰
か
を
つ

な
ぐ
と
い
う
大
き
な
役
割
を

背
負
っ
て
い
る
。
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主な入札情報

　
さ
く
井
事
業
で
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
日
さ
く
（
さ
い
た
ま
市
、
若
林
直
樹
社
長
）
が
、
地
中
熱
を
利
用
し

た
空
調
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
を
先
導
し
て
い
る
。
県
外
か
ら
自
治
体
庁
舎
、
病
院
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
商
業
施

設
な
ど
の
引
き
合
い
が
徐
々
に
増
え
、
納
入
実
績
を
伸
ば
す
。
県
内
は
住
宅
向
け
の
採
熱
技
術
を
他
企
業
と
共
同

開
発
中
だ
。
地
中
熱
以
外
の
技
術
開
発
や
海
外
事
業
に
も
力
を
入
れ
、
付
加
価
値
を
高
め
る
経
営
路
線
を
歩
む
。

　

―
日
さ
く
の
地
中
熱
空
調
シ
ス

テ
ム
が
２
０
２
１
年
度
「
彩
の
国
埼

玉
環
境
大
賞
」
で
事
業
者
部
門
の
奨

励
賞
に
選
ば
れ
た

　
若
林
　
当
社
の
埼
玉
工
場
が
13
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
実
証
実
験
の

成
果
が
評
価
さ
れ
た
。
太
陽
光
・
風

力
・
水
力
な
ど
他
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
比
べ
、
地
中
熱
は
実
物
を

イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
。
そ
れ
な
ら
ば

と
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
意
味
も
兼
ね
、

工
場
の
井
戸
を
利
用
し
た
地
中
熱
空

調
シ
ス
テ
ム
を
設
置
。
年
間
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
約
50
％
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
約
54
％
を
削
減
す
る
効
果

を
デ
ー
タ
で
示
し
た
。

　

―
市
場
投
入
の
実
績
を

　
若
林
　
国
に
よ
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）

関
係
の
補
助
金
な
ど
が
注
目
を
高
め

て
い
る
。
実
績
は
計
20
件
ほ
ど
。
最

近
は
静
岡
県
島
田
市
の
新
庁
舎
と
、

　
１
９
７
７
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
（
資
源
工
学
）
修
士
課
程
修
了
、

日
さ
く
入
社
。
大
阪
支
店
長
、
東
日
本
支
社
長
、
北
信
越
支
社
長
、
地

質
調
査
本
部
長
、
技
術
統
括
本
部
長
な
ど
を
経
て
２
０
１
６
年
か
ら
社

長
。
日
本
技
術
士
会
埼
玉
県
支
部
長
、
斜
面
防
災
対
策
技
術
協
会
副
会

長
を
務
め
る
。
70
歳
、
１
日
１
万
２
０
０
０
歩
を
歩
く

仙
台
市
内
の
事
務
所
ビ
ル
で
当
社
技

術
の
活
用
が
決
ま
っ
た
。
東
京
・
世

田
谷
区
の
区
施
設
建
設
で
も
地
中
熱

空
調
工
事
を
受
注
し
た
ほ
か
、
病

院
、
商
業
施
設
か
ら
の
発
注
も
あ

る
。

　

―
課
題
は
あ
る
か

　
若
林
　
ま
ず
費
用
面
。
地
中
採
熱

す
る
た
め
の
井
戸
（
地
中
熱
交
換

井
）
掘
削
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
製

作
・
設
置
で
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
通

常
の
空
調
機
器
よ
り
初
期
投
資
は
割

高
だ
。
太
陽
光
発
電
の
よ
う
に
製
品

が
今
後
普
及
す
れ
ば
、
需
給
で
価
格

は
下
が
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

優
位
で
あ
り
、
そ
の
点
の
訴
求
に
は

一
層
力
を
入
れ
る
。
当
社
は
地
中
熱

の
事
前
調
査
（
サ
ー
マ
ル
レ
ス
ポ
ン

ス
試
験
）
と
、
地
中
熱
交
換
井
の
ボ

ー
リ
ン
グ
掘
削
を
直
営
で
賄
え
る
。

こ
の
点
を
強
み
に
他
社
と
差
別
化
す

る
。

　

―
県
内
で
の
展
開
を

　
若
林
　
県
外
に
比
べ
住
宅
向
け
の

需
要
が
多
い
。
当
社
技
術
は
基
本
的

に
大
型
施
設
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

が
、
住
宅
系
の
技
術
開
発
に
も
桶
川

市
内
の
同
業
者
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
と
取
り

組
ん
で
い
る
。
長
さ
10
ｍ
程
度
の
基

礎
杭
の
中
に
採
熱
用
の
チ
ュ
ー
ブ
を

通
す
工
法
を
研
究
中
だ
。

　

―
４
月
で
創
業
１
１
１
年

　
若
林
　
年
間
（
３
月
決
算
）
の
売

り
上
げ
は
50
億
円
規
模
。
井
戸
60

％
、
地
質
調
査
25
％
、
土
木
15
％
と

い
っ
た
割
合
だ
。
コ
ロ
ナ
下
で
止
ま

っ
て
い
た
井
戸
関
係
の
ア
フ
リ
カ
事

業
が
再
開
し
、
来
期
は
海
外
分
で
約

10
億
円
の
売
り
上
げ
を
見
込
む
。
県

内
は
荒
川
関
係
の
河
川
堤
防
調
査
業

務
、
さ
い
た
ま
市
が
進
め
る
地
下
鉄

７
号
線
延
伸
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、

各
市
の
井
戸
掘
り
替
え
な
ど
に
着
目

す
る
。

　
県
外
は
、
沖
縄
や
鹿
児
島
の
離
島

を
特
に
重
視
。
止
水
壁
を
地
中
に
造

り
、
地
下
水
量
を
増
加
さ
せ
、
海
水

の
地
下
水
へ
の
浸
水
を
防
ぎ
、
淡
水

の
井
戸
を
掘
る
地
下
ダ
ム
整
備
が
離

島
で
は
盛
ん
だ
。
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ン
シ
ョ
ン
）
に

向
け
、
井
戸
の
劣
化
状
況
を
Ａ
Ｉ
で

把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
も
進
め
て

い
る
。

　

―
業
界
の
先
行
き
を
ど
う
み
る

　
若
林
　
資
材
、
原
油
な
ど
の
価
格

動
向
は
要
警
戒
。
24
年
度
か
ら
時
間

外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
建

設
業
に
も
適
用
さ
れ
、
対
応
の
た
め

の
コ
ス
ト
増
が
当
社
の
収
益
性
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
22
年

度
は
賃
上
げ
表
明
企
業
に
対
す
る
国

の
加
点
措
置
が
始
ま
る
。
当
社
の
賃

金
体
系
は
来
年
に
見
直
す
予
定
だ
っ

た
が
、
今
回
措
置
を
機
に
１
年
前
倒

し
を
決
め
た
。
ま
ず
は
「
給
与
総

額
」
基
準
の
賃
上
げ
表
明
を
行
っ

た
。

地
中
熱
空
調�

先
頭
歩
む

�

Ｄ
Ｘ
推
進 

井
戸
点
検
に
Ａ
Ｉ

【略歴】

日さく

若
わ か

林
ばやし

 直
な お き

樹社長トップに聞く

想
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進

地
域
計
画
を
策
定
。
４
月
に

置
か
れ
る
建
設
推
進
課
で
、

業
務
委
託
の
時
期
や
方
法
な

ど
を
検
討
す
る
。

　
鴻
巣
市
・
北
本
市
・
吉
見

町
が
21
年
９
月
、
整
備
推
進

に
関
す
る
基
本
合
意
書
を
締

結
し
た
。
事
務
局
を
組
合
に

置
い
て
い
る
が
、
４
月
以
降

は
建
設
推
進
課
が
中
心
に
事

業
を
進
め
る
見
通
し
。
新
ご

み
処
理
施
設
の
建
設
予
定
地

は
、
鴻
巣
市
郷
地
安
養
寺
地

内
。
10
年
以
内
の
建
設
開
始

を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
▽
焼
却
炉
等
定

期
点
検
整
備
委
託
費
８
０
０

０
万
円
▽
排
ガ
ス
処
理
お
よ

び
計
装
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
点

検
整
備
委
託
費
４
５
３
万
円

▽
排
ガ
ス
分
析
装
置
点
検
整

備
委
託
費
３
２
０
万
円
―
―

な
ど
を
計
上
し
た
。

　
予
算
規
模
は
、
前
年
度
比

13
・
６
％
増
の
８
億
９
５
６

万
６
０
０
０
円
。

　
埼
玉
中
部
環
境
保
全
組
合

（
管
理
者
・
宮
﨑
善
雄
吉
見

町
長
）
は
、
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
等
策
定
委
託
費

３
０
０
０
万
円
を
盛
り
込
む

２
０
２
２
年
度
当
初
予
算
を

公
開
し
た
。
新
施
設
整
備
に

当
た
り
、
法
律
な
ど
で
求
め

ら
れ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
や
施
設
整
備
基
本
構

４月以降に委託時期検討
3000万円で計画策定

埼玉中部環境保全組合予算

　
滑
川
町
（
吉
田
昇
町
長
）

は
２
０
２
２
年
度
当
初
予
算

案
を
公
表
し
た
。
水
道
事
業

用
地
測
量
が
目
的
。
用
地
買

収
が
済
め
ば
道
路
改
良
工
事

（
拡
幅
な
ど
含
む
）
に
移
る

見
通
し
だ
。
予
定
延
長
が
約

４
０
０
ｍ
。

　
道
路
橋
補
修
設
計
は
新
庭

橋
な
ど
５
橋
が
対
象
。
設
計

後
に
補
修
工
事
を
予
定
し
て

い
る
。
新
庭
橋
（
福
田
７
４

３
―
５
）
は
長
さ
21
・
１
５

ｍ
、
標
準
幅
員
６
ｍ
、
３
径

間
単
純
Ｒ
Ｃ
Ｔ
桁
形
式
。

　
道
路
関
係
で
は
、
１
０
０

０
万
円
ず
つ
工
事
費
を
投
じ

て
町
道
４
０
２
６
号
線
（
和

泉
船
川
）
と
町
道
１
０
４
７

号
線
（
福
田
両
表
）
の
道
路

改
良
も
行
う
。

　
主
な
委
託
に
は
路
面
性
状

調
査
等
１
４
５
０
万
円
、
地

域
防
災
計
画
策
定
５
５
０
万

円
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
改
定
３
２
０
万
円
を
盛

り
込
む
。

　
一
般
会
計
が
前
年
度
比

７
・
２
％
増
の
65
億
４
２
０

０
万
円
。
普
通
建
設
事
業
費

に
つ
い
て
は
同
70
・
２
％
増

の
１
億
５
４
５
３
万
６
０
０

０
円
と
な
っ
た
。

会
計
の
主
な
建
設
改
良
事
業

に
重
要
給
水
施
設
配
水
管
管

路
耐
震
化
を
位
置
付
け
る
。

工
事
費
１
億
５
６
０
０
万
円

と
設
計
費
１
４
０
０
万
円
を

計
上
し
た
。
一
般
会
計
に
つ

い
て
は
、
町
道
１
０
２
号
線

ほ
か
（
月
輪
大
堀
）
測
量
設

計
等
委
託
費
４
０
０
０
万
円

や
道
路
橋
補
修
設
計
等
２
０

０
０
万
円
を
加
え
る
。

　
重
要
給
水
施
設
配
水
管
管

路
耐
震
化
の
工
事
場
所
は
、

和
泉
地
内
か
ら
福
田
地
内
ま

で
。
総
延
長
が
約
２
・
２
㎞

に
お
よ
ぶ
。
補
助
金
の
交
付

決
定
を
受
け
た
後
、
６
〜
７

月
ご
ろ
に
路
線
ご
と
の
発
注

を
見
込
む
。
口
径
１
５
０
㎜

の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
布
設

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　
一
般
会
計
に
盛
り
込
ん
だ

町
道
１
０
２
号
線
ほ
か
（
月

輪
大
堀
）
の
測
量
設
計
は
、

吉田町長

1.5
億
円
で
６
月
以
降

�

Ｐ
Ｅ
管
計
2.2�

km
布
設
工
事

滑川町予算

再
構
築
委
託
に
4.7
億
円

�

水
処
理
や
機
械
・
電
気
設
備

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
公
共
下
水
道
組
合
予
算

　
管
渠
布
設
工
事
は
、
毛
呂

山
町
内
の
川
角
第
２
処
理
分

区
と
下
川
原
第
２
処
理
分
区

で
施
工
す
る
予
定
。
概
算
延

長
が
川
角
約
９
５
０
ｍ
、
下

川
原
約
７
０
０
ｍ
と
な
っ
て

い
る
。

　
水
処
理
設
備
再
構
築
ほ
か

工
事
委
託
に
つ
い
て
は
総
額

６
億
１
６
０
０
万
円
を
２
カ

年
継
続
費
に
設
定
し
た
。
継

続
費
の
内
訳
は
22
年
度
１
億

６
０
０
０
万
円
、
23
年
度
４

億
５
６
０
０
万
円
。
砂
ろ

過
、
汚
泥
設
備
、
減
衰
ポ
ン

プ
、
次
亜
塩
注
入
ポ
ン
プ
、

濃
縮
タ
ン
ク
の
更
新
を
計
画

し
て
い
る
。

　
管
理
棟
ほ
か
再
構
築
工
事

委
託
に
つ
い
て
は
管
理
棟
、

水
処
理
設
備
、
塩
素
混
和
池

の
更
新
を
見
込
む
。
ま
た
、

主
ポ
ン
プ
設
備
再
構
築
工
事

委
託
（
機
械
・
電
気
）
で
は

機
械
棟
を
対
象
と
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
▽
舗
装
本
復
旧

工
事
費
２
７
６
０
万
円
▽
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
更
新
工
事
費
１

３
１
１
万
８
０
０
０
円
▽
水

中
撹
拌
機
整
備
工
事
費
５
９

４
万
９
０
０
０
円
▽
Ｄ
Ｏ
・

Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
計
更
新
工
事
費
４

９
５
万
円
―
―
な
ど
を
計
上

し
た
。

　
委
託
関
係
で
は
、
越
生
幹

線
耐
震
診
断
実
施
設
計
費
８

０
０
万
円
、
川
角
第
２
処
理

分
区
管
渠
設
計
費
７
８
０
万

円
、
下
川
原
処
理
分
区
管
渠

設
計
費
７
３
０
万
円
な
ど
を

盛
り
込
む
。

　
収
益
的
支
出
は
前
年
度
比

１
・
５
％
減
の
15
億
35
万
７

０
０
０
円
。
資
本
的
支
出
が

同
28
・
２
％
増
の
12
億
８
４

０
３
万
５
０
０
０
円
と
な
っ

た
。

　
毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
公
共
下
水
道
組
合
（
管
理
者
・
井
上
健
次
毛
呂
山
町
長
）
の
２
０
２
２
年
度
当
初
予
算
が

決
ま
っ
た
。
主
な
建
設
改
良
事
業
に
管
渠
布
設
工
事
２
億
２
４
２
０
万
円
、
水
処
理
設
備
再
構
築
ほ
か
工
事
委
託
１

億
６
０
０
０
万
円
、
管
理
棟
ほ
か
再
構
築
工
事
委
託
１
億
５
７
０
０
万
円
、
主
ポ
ン
プ
設
備
再
構
築
工
事
委
託
１
億

６
０
０
０
万
円
が
挙
が
る
。
工
事
の
委
託
先
は
い
ず
れ
も
日
本
下
水
道
事
業
団
。

　
富
士
見
市
は
一
般
会
計
３

月
補
正
予
算
案
を
明
ら
か
に

し
た
。
学
校
施
設
整
備
事
業

に
は
２
億
６
４
０
５
万
７
０

０
０
円
を
盛
り
込
ん
だ
。
国

の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
み

ず
ほ
台
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

工
事
（
第
２
期
）、
水
谷
東

小
学
校
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
改

修
工
事
お
よ
び
小
・
中
・
特

別
支
援
学
校
の
職
員
室
な
ど

に
お
け
る
空
調
設
備
更
新
工

事
を
前
倒
し
て
実
施
す
る
。

予
算
額
の
内
訳
は
小
学
校
工

事
２
億
１
９
８
６
万
９
０
０

０
円
、
小
学
校
監
理
委
託
１

２
７
万
４
０
０
０
円
、
中
学

校
工
事
２
８
７
２
万
６
０
０

０
円
、
特
別
支
援
学
校
工
事

１
４
１
８
万
８
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
道
路
修
繕
事
業
で
は
、
国

の
補
正
予
算
を
活
用
し
羽
沢

３
丁
目
地
内
の
市
道
第
５
１

０
７
号
線
で
修
繕
工
事
を
前

倒
し
て
実
施
す
る
た
め
、
２

９
０
０
万
円
を
増
額
し
た
。

　
幹
線
道
路
整
備
事
業
は
６

億
５
０
０
０
万
円
を
確
保
。

市
道
第
５
１
３
１
号
線
（
富

士
見
橋
通
線
）
整
備
工
事
に

よ
り
発
生
し
た
廃
棄
物
混
入

土
を
撤
去
・
処
分
す
る
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
整
備
基
金

に
５
億
円
を
積
み
立
て
る
。

　
全
体
で
は
15
億
９
５
８
万

４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
累

計
総
額
は
４
０
８
億
９
８
３

２
万
７
０
０
０
円
と
な
る
。

2.6
億
円
で
学
校
改
修

�

み
ず
ほ
台
小
ト
イ
レ
な
ど

富士見市補正

６
０
０
万
円
を
繰
越
明
許
費

に
設
定
し
た
。
延
長
約
３
０

０
ｍ
に
わ
た
り
、
老
朽
化
し

た
舗
装
を
更
新
す
る
計
画
。

路
盤
を
置
き
換
え
た
後
、
表

層
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装

す
る
。
工
事
発
注
は
夏
ご
ろ

を
予
定
。
約
３
カ
月
の
工
期

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
市
道
16
号
線
は
京
北
物
流

セ
ン
タ
ー
（
川
田
谷
１
６
５

３
―
２
）
東
側
に
面
す
る
。

現
況
幅
員
が
約
６
ｍ
と
な
っ

て
い
る
。
施
工
中
は
片
側
車

線
を
規
制
す
る
方
針
。
設
計

に
つ
い
て
は
直
営
で
手
掛
け

て
い
る
。

　
ほ
か
、
複
数
の
建
設
事
業

で
繰
越
明
許
を
設
定
。

　
予
算
が
可
決
さ
れ
れ
ば
２

億
９
３
１
７
万
５
０
０
０
円

を
追
加
し
、
一
般
会
計
総
額

２
７
３
億
７
８
９
４
万
２
０

０
０
円
と
な
る
。

　
桶
川
市
は
３
月
補
正
予
算

案
を
公
表
し
、
一
般
会
計
で

は
、
未
発
注
と
な
っ
て
い
る

市
道
16
号
線
改
修
工
事
費
２

発
生
時
、
越
辺
川
の
水
が
飯

盛
川
に
逆
流
す
る
恐
れ
が
あ

り
、
対
策
の
一
つ
と
し
て
川

の
水
を
一
時
的
に
た
め
て
お

け
る
施
設
を
整
備
す
る
。

　
検
討
し
て
い
る
整
備
手
法

は
２
種
類
。
地
盤
を
本
川
の

河
床
程
度
ま
で
掘
削
す
る

「
調
節
池
」、ま
た
は
現
況
地

盤
の
ま
ま
水
を
貯
留
で
き
る

形
に
す
る
「
遊
水
地
」
方
式

か
ら
最
適
な
手
法
を
選
ぶ
。

　
地
盤
を
掘
り
下
げ
る
調
節

池
方
式
に
は
整
備
面
積
を
小

さ
く
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

完
成
後
は
河
川
区
域
の
一
部

と
し
て
管
理
さ
れ
る
。
遊
水

地
整
備
と
し
た
場
合
は
、
調

節
池
方
式
に
比
べ
面
積
は
広

が
る
。
平
時
は
耕
作
利
用
も

で
き
る
が
、
洪
水
時
に
土
地

利
用
制
限
が
か
か
る
。

　
葛
川
の
配
置
施
設
は
容
量

20
・
６
万
ｔ
規
模
を
想
定
。

こ
ち
ら
も
洪
水
時
に
逆
流
の

危
険
が
あ
る
越
辺
川
と
の
合

流
部
周
辺
、
坂
戸
市
新
ケ
谷

ほ
か
地
内
か
ら
建
設
地
を
絞

る
。
葛
川
で
は
調
節
池
・
遊

水
地
整
備
と
同
時
に
、
既
設

堤
防
の
か
さ
上
げ
も
予
定
。

　
現
時
点
で
の
両
詳
細
設
計

の
履
行
期
間
は
８
月
〜
12
月

ま
で
。

詳
細
設
計
を
７
月
に
も

�

飯
盛
川
へ
調
節
池
か
遊
水
地

飯能県土
　
飯
能
県
土
整
備
事
務
所

は
、
飯
盛
川
と
葛
川
で
そ
れ

ぞ
れ
計
画
し
て
い
る
洪
水
調

整
施
設
整
備
の
詳
細
設
計
を

早
け
れ
ば
７
月
に
入
札
公
告

す
る
。
両
河
川
と
も
「
調
節

池
」、
あ
る
い
は
「
遊
水

地
」
方
式
に
よ
る
整
備
の
可

能
性
を
比
較
検
討
し
て
い

る
。
詳
細
設
計
が
ま
と
ま
れ

ば
用
地
確
定
の
た
め
の
測

量
、
用
地
取
得
の
手
続
き
に

移
り
、
早
期
の
工
事
着
手
を

目
指
す
。

　
飯
盛
川
の
対
象
施
設
は
容

量
１
５
４
・
５
万
ｔ
の
確
保

を
見
据
え
る
。飯
盛
川（
県
管

理
）と
越
辺
川（
国
管
理
）
に

挟
ま
れ
た
坂
戸
市
赤
尾
ほ
か

地
内
が
建
設
予
定
地
。
洪
水
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される方はデータなどを
無料提供いたしますので
弊社までご連絡ください。

提供：埼玉建設新聞
www.nikoukei.co.jp/saitama
上記２文を入れていただ
ければ自由に使っていた
だいて結構です。ご連絡
はメールで。
saitama@ns.nikoukei.co.jpへ

編集部よりお知らせ

真希子
長方形


